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ビオトープの近況と養蜂活動 】 2021.6.27

皆さんこんにちは、谷本公園の指定管理者「緑とコミュニティーグループ」です。

今回はビオトープの近況や新たに始めた取り組みなどご紹介します。

谷本公園　（仮称）ビオトープ再生活動　～ビオトープ通信～

vol. 8 【

5月の上旬からバックヤードにてニホンミツバチの飼育を始めました！他の公園で分蜂中の群れが発見されたので、その

群れを飼育しています。以前からニホンミツバチの飼育を行っている玄海田公園からアドバイスをもらいながらの管理

で、まだまだ勉強中ですが元気な群れを維持できるよう頑張っていきたいと思います。

また、先日作った水路では、雨水が水路に溜まり水が中央に集まっていく様子が見られるのですが、やはりどうしても晴

天が続くと水が抜けているのかどんどん少なくなってしまいます…秋まではタコノアシなどの比較的希少な植物も生えて

いるので、様子を見ながら冬の期間に中央部分の整備方法などの検討を進めていきたいと思います。

最初の年ということもありまだ巣も小さいのですが、順調に行けば管理体験やハチミツ関係のイベント等を企画して、皆

さんにもミツバチに触れる機会をご提供できたらと考えていますので、企画した際にはぜひご参加ください！

草が大きく伸びる時期になってきました。ビオトープには全体的にヨシが生えやすくなっており、ヨシが大きくなると見

通しが悪くなるほか、背の低い他の植物に日光があたりにくくなってしまいます。そのため、昨年に引き続きヨシだけを

狙って抜き取りを行いました。ヨシは太い根を地中に伸ばして広がっていくので、どうしても根っこが残ってしまい毎年

のように出てきます…根気強く毎年活動を続けていきヨシ以外の植物も多くなるようにしていきます。

谷本公園　指定管理者　緑とコミュニティーグループ

ミツバチ情報やその他日常のお知らせは、

QRコードを読み込んで谷本公園ブログへGO!

ヨシだけ抜いて…

Bfore After(作業中)

箱を何段か重ねて作る重箱式の巣箱を使っています。 晴れた日には園内の花壇などでも見られます。


